
ＳＳＫの２０年



ＳＳＫの２本柱

力強い
市民社会づくり

働きにくさを抱える人
の就労支援

ユニバーサル就労センター
（障害がある人）

2004年～
2010年～



ＳＳＫの設立

（2004年）



2004年3月
伊賀県民局での偶然の出会い

ある会合で

「ダメなもの」の

価値観が

一致しました

金 憲裕
（現SSK副代表）

松井真理子
（現SSK代表）



2004年4月9日 日経新聞
ABEMAタイムス 2018/04/07

2004年4月
誹謗中傷と「自己責任論」



市民社会の光と影 → 影を弱めたい

光 影

共感 自発性

柔軟

仲間

助け合い

新しい発想

差別

同調圧力

異質なものに非寛容

陰口

ファシズム



2004年7月21日

三重県「NPOからの協働事業提案」

共生社会基盤づくり事業
（人権課との協働を提案）

提案10件中トップ当選！









2009年 2011年



2013年4月 取得・改修

 8月 ほくサポ入居 （２階）
        おやきの開発（３階）

2014年5月 伊勢おやき本舗開店(1階・地下）

2015年9月 ユニバーサル就労センター開設（３階）

現在の事務所



購入当時のビル（サラ金ビル）



今の状態にしていただいた
岡田工務店さん



現在の看板



SSKの第１の柱

力強い市民社会づくり

①人権・市民共育 ：個人の成熟

②NPOのネットワーク：改革の推進力

③地域のつながり ：社会的包摂のしくみ 



①ー１ 人 権
●研修 県内約500か所 15,000人

住民組織、学校、企業、自治体 など

●調査 人権意識調査 ほか

●テキスト作成



「人権」で最も重視してきたこと



①ー２ 市民共育

●大人の共育ディベート（2007～2010年）

●日本語ボランティア養成（2007～2012年）

●市民共育道場（2006～）

●研修旅行（2005～）

イギリス、韓国、沖縄、長野、山梨、静岡



2008年7月 ディベート大会決勝（県議会チーム×SSKチーム）





現代社会の学習会を

形を変えて続けてきました
新聞を使って学ぶ会



2008年8月 信州・ビジネスのまちづくりを学ぶ旅
（おやきとの出会い）



韓国研修イギリス研修・調査
2005年  3月 英国の市民社会を学ぶ旅

2007年11月

2008年  3月 英国のNPOの資金政策調査

2009年  1月

2010年11月  英国の社会的企業調査 ほか



2009年3月 三重県議会 NPO等ｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ支援調査特別委員会に
英国の中間支援組織のリーダーと共に参考人として参加



なやプラザ

体験ひろば☆こどもスペース四日市

生活バス四日市

別山安全なまちづくり推進委員会

四日市の
NPOとの
交流



② NPOのネットワークによる
中間支援組織の設立

光

共感 自発性

柔軟 仲間

新しい発想・行動力

市民社会の光を

輝かせるために

NPOがつながる



2006年 四日市NPOセクター会議
2012年 四日市NPO協会 → 2024年 再結成

四日市のNPOが

つながって設立



政策提言

市民協働促進条例制定の提言
（2006年9月20日）

ささえあい基金創設に向けて

市長への協力の申し入れ
（2012年10月23日）



政策対話



四日市NPO協会が生み出したもの

（シニアまちづくり人材バンク事業） （ささえあいのまち創造基金）



四日市NPOまちづくりプレゼン大会
（2025年1月13日）



審査風景
（プレゼンされた提案に参加意欲の有無）



公益財団法人ささえあいのまち創造基金

2012年 10月  四日市のNPOが基本財産300万円集める
12月 一般財団法人設立

2014年  2月  公益財団法人に移行



当初は共同代表
四日市市自治会連合会長

（初代：高野健 二代：小川泰雪)

四日市NPO協会代表（初代 松井真理子)

現在は単独代表 岩崎恭典（元四日市大学学長）



これまでの実績

 ●寄付金総額
 約3500万円

  （1323人 220団体）

 ●配分
   12回 のべ290団体



2011年 県内各地の中間支援組織がつながって設立。

みえ市民活動ボランティアセンター(アスト津3階）の事業を通じて

「三重県の力強い市民セクターの創造」に取り組んできました。

NPO法人みえNPOネットワークセンター



東海市民社会ネットワーク（愛知・岐阜・三重）
2016年に実施した「市民の伊勢志摩サミット」を契機に

愛知・岐阜・三重のNPOとNGOがつながって結成。

「地域と世界をつなぐ活動」  「政策提言・政策対話」



③ 地域のつながりづくり
（市民社会による社会的包摂のしくみ構築）

2021年度 生活困窮・社会的孤立への政策提言事業
（中部圏地域創造ファンドによる休眠預金活用事業）

2022年度 地域のキーパーソンによる
「つながりの仕事おこし」事業（〃）

2023年度 地域ぐるみの「つながり」づくり事業
（WAM助成）

2024年度 地域のつながり強化事業
（四日市市委託。重層的支援体制整備事業）



四日市居場所ネットワーク
 ができました！

分野を超えた居場所交流会
（2025年3月20日）



SSKの第２の柱

働きにくさを抱える人の
就労支援

① 北勢地域若者サポートステーション（ほくサポ）
② 伊勢おやき本舗
③ トレーニングカフェ・スプラウト
④ ユニバーサル就労センター（ユニバ）



SSKが就労支援へ踏み出した理由

１ 代表のゼミの学生が、就職できないまま卒業していくのを

 何人も見たこと

２ 若者の就労支援を行うサポステが北勢地域になく、

 三重県から要請があったこと

３ 「働く」ことは基本的人権であり、

 人間関係、お金、社会の中の居場所、誇りなど、

「完全栄養」（津富宏先生の言葉）と考えられること



SSKの転機（就労支援へ拡大）は
ほくサポから始まりました
（北勢地域若者サポートステーション）

厚生労働省委託事業（全国177カ所）

働きたいのに働けない若者の相談機関
2020年度から、就職氷河期世代の支援も加わり

現在は15～49歳が対象。



初代 西川所長 ２代 田中所長

３代 森 所長 ４代 樋口所長 ５代 金 所長 ６代 小林所長

歴代

ほくサポ所長





項目 数値

ほくサポ登録者数 2,255件

進路決定者数 1,564件

その他（進学・訓練） 71件

面談件数 39,530件
（年平均2,823件）

開所（2011年6月）～2025年3月の実績



現在のスタッフ紹介



ほくサポから見えてきた課題

１ 支援をしてもなかなか就職できない人がたくさんおり、
 彼らを受け入れる事業所が不足

→ 伊勢おやき本舗

２ 彼らが一歩を踏み出すための、ゆるやかな訓練の場
 がほしい

→ トレーニングカフェ・スプラウト

３ 障害がある人のための専門的な支援が必要
→ ユニバーサル就労センター



伊勢おやき本舗
三重県認定（第１号）
生活困窮者就労訓練事業所



なぜ「おやき」か？

１ 2008年の信州研修で「おやき」を知った

２ おやきは、小麦粉や具材で三重県らしさを出せる

３ 障害者事業者は、パンや焼き菓子に取り組むことが
 多いが、おやきは競争相手が少なく、「三重県唯一
のおやき専門店」になれる



最初の
３種の
おやき





いろいろな人が共に働いてきました



四日市彩サブレの開発（2019年）



みんなの和プリン（2022～）

吉本興業×四日市大学×SSK



現在のスタッフ紹介



トレーニングカフェ・スプラウト
生活困窮者就労準備支援事業所



2017年9月
オープン



いろいろ取組んで

きたメニュー
大家さんから時々野菜の
ご寄付もいただいています！



2025年5月発売 「さえとしおりのキーマカレー」
伊勢おやき本舗特製 「おやきナン」付き



訓練時間 訓練期間

最短 1時間×週２回 ０(体験のみ)

最長 7時間×週５回 42か月

平均 3.3時間×週2.2回 4.8か月

受け入れた訓練生133人



現在のスタッフ紹介



ユニバーサル就労
センター

 2015年 設立
 2023年 増設







イラスト 小西与萌希



現在のスタッフ紹介



SSKのＣＤ

歌に取組んだのは、金副代表がプロの「歌手」だからです

2021年 2021年 2025年



受付にあります
・ほくサポの資料
・ユニバの情報紙



2025年以降は、以下の点を重視して推進します。

① 力強い市民社会づくりは、他団体との連携によって進める
           

② 就労支援は、地域とともに、より早い段階から取組む

③ 世代交代を進め、若い世代の感覚で取り組む

これまでありがとうございました。

これからもよろしくお願いいたします。
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